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地下ダム機能評価技術と渇水予測技術を組み込んだ 

農業用地下水管理支援システムの開発 

 

１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構農村工学研究部門 白旗 克志 

 

２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

  地下ダムの止水機能評価技術を進化させるとともに地下ダム貯留域 

 の水位予測技術を開発し、それら技術を組み込んで結果を可視化する 

 統合型農業用地下水管理支援システムを開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  地下ダム止水壁の機能評価技術と地下水位予測技術の開発 

 地下ダム止水壁の透水性の評価技術と機能異常の検知技術を進化 

させるとともに貯留域の将来の水位変化を予測する技術を開発する。 
（農研機構農村工学研究部門、神戸大学大学院農学研究科、日本工営株式会社中央研究所） 

 

② 統合型農業用地下水管理支援システムの開発 

 地下ダムの止水機能評価技術と貯留域水位予測技術を組み込み 

結果を可視化する農業用地下水管理支援システムを開発する。 
（坂田電機株式会社） 

 

５ 最終目標 

開発した地下ダムの止水機能評価技術と貯留域水位予測技術につい

ての技術マニュアルを作成するとともに統合型農業用地下水管理支援

システムを開発する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

開発した技術とシステムを農業用地下ダムに導入することにより農

業水利施設の長寿命化、農業農村インフラの管理省力化と戦略的保全

管理の推進に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構農村工学研究部門 029-838-7513】 
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